
イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

■関西国際空港で8人の
人気マンガ家による作品を展示

　文化庁による日本文化の魅力を発信するプロジェクト
「CULTURE GATE to JAPAN」のひとつとして、関西国
際空港では令和4年5月末まで関西周辺をテーマにしたアー
ト展示を行っています。本展示では、「LIFE」をテーマに、
日本の歴史の中でも古くから政治・商業・文化が栄え、今
でも各地に史跡や伝統が残っている関西周辺のエリアを、
「巡礼の道（紀伊半島）」、「職人の道（播磨）」、「水の道（琵
琶湖・北陸）」、「岬の道（山陰海岸）」、「神話の道（伊勢・
奈良）」、「海の道（淡路島・徳島）」、「実りの道（丹波）」「工
芸の道（福井・琵琶湖東岸・三重）」からなる8つの道とし
て捉え直し、8人の人気マンガ家（五十嵐大介さん、漆原
友紀さん、雁須磨子さん、里中満智子さん、せきね ゆきさ
ん、安彦良和さん、山田芳裕さん、横山裕一さん（50音順））
がそれぞれのエリアの自然と文化、人々の暮らしを描きま
した。各作品は、関西国際空港
第1ターミナルビル2階に展示し
ています。空港をご利用の際は、
ぜひご覧ください。

　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/

月
の
月
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Ｃ
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Ｃ
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Ｐ
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Ｃ
Ｓ

5
5
月
1
日
〜
31
日

宅
地
防
災
月
間

　

５
月
は｢

宅
地
防
災
月
間｣

で
す
。

宅
地
災
害
は
、
い
っ
た
ん
起
こ
る
と

家
屋
や
家
財
、
と
き
に
は
尊
い
人
命

に
か
か
わ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
造
成
中
の
急
斜
面
、
無
理
な

積
み
方
を
し
た
石
垣
、
風
化
の
著
し

い
崖
面
な
ど
は
、
長
雨
、
大
雨
な
ど

に
よ
り
思
わ
ぬ
災
害
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
宅
地
防
災
月
間
」
は
、
大
雨
が

予
想
さ
れ
る
梅
雨
期
を
前
に
、
宅
地

造
成
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る
崖

崩
れ
や
土
砂
の
流
出
に
よ
る
災
害
発

生
を
未
然
に
防
ぎ
、
宅
地
災
害
を
な

く
そ
う
と
い
う
目
的
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

府
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
府
内
市

町
村
や
消
防
、
警
察
な
ど
宅
地
防
災

に
関
係
す
る
機
関
と
協
力
し
て
、
次

の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

　

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
編
成
し
、
宅
地

造
成
地
や
土
砂
採
取
地
な
ど
に
お
け

る
造
成
地
の
防
災
工
事
の
安
全
性
な

ど
に
つ
い
て
点
検
、指
導
を
し
ま
す
。

●
宅
地
防
災
技
術
研
修
会

　

宅
地
防
災
知
識
の
啓
発
、
普
及
を

図
る
た
め
５
月
下
旬
に
宅
地
造
成
事

業
者
、
設
計
者
な
ど
を
対
象
に
宅
地

防
災
に
関
す
る
技
術
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。
詳
し
く
は
府
建
築
指
導
室

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
家
庭
で
も
宅
地
災
害
を
未
然
に
防

ぐ
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
】

　

自
宅
の
周
辺
を
点
検
し
、
必
要
な

と
き
は
早
急
に
適
切
な
処
置
を
し
ま

し
ょ
う
。

●
石
垣
、
擁
壁
な
ど
に
亀
裂
な
ど
は

入
っ
て
い
な
い
か
、
ま
た
割
れ
目
か

ら
地
下
水
が
し
み
出
し
て
い
な
い
か

●
石
垣
、
擁
壁
な
ど
の
水
抜
き
穴
か

ら
う
ま
く
水
が
流
れ
出
て
い
る
か

●
地
盤
は
沈
下
し
て
い
な
い
か

●
排
水
の
た
め
の
溝
に
泥
な
ど
が
つ

ま
っ
て
い
な
い
か

　

詳
し
く
は
府 

建
築
指
導
室
発
行

の｢

石
積
み
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
よ
う

壁
の
自
己
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル｣

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
府 

建
築
指
導
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確

認
で
き
ま
す
。

相
談
・
問
合
先

●
都
市
計
画
課
（
り
ん
く
う
タ
ウ
ン

駅
ビ
ル
東
棟
２
階 

☎
４
４
７
・
８
１

２
４
）

●
府 

審
査
指
導
課
（
☎
06
・
６
２

１
０
・
９
７
２
２
）

５
月
１
日
〜
７
日
は
憲
法
週
間

　

５
月
３
日
の
「
憲
法
記
念
日
」
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
の
昭
和
22

年
５
月
３
日
に
、
今
の
「
日
本
国
憲

法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し

て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

憲
法
は
、
国
家
の
権
力
の
濫
用
を

防
ぎ
、
国
民
の
権
利
や
自
由
を
守
る

た
め
の
も
の
で
す
。
憲
法
第
11
条
に

は
「
国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人

権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の

憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人

権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久

の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将
来
の

国
民
に
与
え
ら
れ
る
。」
と
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
人
が
人
間

と
し
て
自
由
に
幸
福
に
生
き
て
い
く

た
め
に
憲
法
が
あ
る
の
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
深
く
か

か
わ
っ
て
い
る
憲
法
に
つ
い
て
、
こ

の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

人
権
推
進
課

５
月
14
日
〜
20
日

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等

依
存
症
問
題
啓
発
週
間

　

あ
な
た
自
身
や
あ
な
た
の
周
り
の

人
で
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
を
や
め
た

く
て
も
や
め
ら
れ
な
い
と
悩
ん
で
い

る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

本
人
や
家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま

▲ホームページ
QRコード

ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

府
で
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症

問
題
啓
発
週
間
に
合
わ
せ
て
、
依
存

症
の
正
し
い
知
識
の
普
及
と
理
解
を

深
め
る
た
め
の
取
組
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
大
阪
依
存
症
包
括
支

援
拠
点
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

相
談
窓
口

●
大
阪
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン

タ
ー
（
☎
06
・
６
６
９
１
・
２
８
１

８ 

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45

分
、
第
２・
４
土
曜
日 

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分
）

●
お
お
さ
か
依
存
症
土
日
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
（
☎
０
５
７
０
・
０
６
１
・
９
９

９
） 

土
・
日
曜
日 

午
後
１
時
〜
５

時●
泉
佐
野
保
健
所
（
☎
４
６
２・
４

６
０
０
）
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
45
分

問
合
先　

府 

地
域
保
健
課
（
☎
06
・

６
９
４
４
・
７
５
２
４
）
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

空
家
等
除
却
工
事
補
助
事
業

　

地
域
の
安
全
・
安
心
か
つ
良
好
な

ま
ち
な
み
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
ま
ち
な
み
の
形
成
を

阻
害
し
て
い
る
空
家
住
宅
の
除
却
工

事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
行
わ
れ

た
除
却
工
事
は
対
象
外

【
補
助
対
象
住
宅
】

　

１
年
以
上
使
用
の
実
態
が
な
い
住

宅
（
賃
貸
は
除
く
）
で
、
泉
佐
野
市

木
造
住
宅
除
却
工
事
補
助
金
交
付
制

度
の
対
象
と
な
ら
な
い
建
築
物

【
補
助
対
象
者
】

●
補
助
対
象
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

●
市
税
に
つ
い
て
滞
納
が
な
い
者

【
補
助
内
容
】

●
住
宅
除
却
工
事
費
の
一
部
で
最
大

65
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

（
除
却
工
事
費
用
が
65
万
円
未
満
の

場
合
は
そ
の
額
。
千
円
未
満
の
端
数

は
切
り
捨
て
）

問
合
先　

都
市
計
画
課

（
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
駅
ビ
ル
東
棟
２

階 

☎
４
４
７
・
８
１
２
４
）

対
象
住
宅

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
住
宅

（
賃
貸
住
宅
は
除
く
）

※
店
舗
・
事
務
所
な
ど
の
併
用
住
宅

は
対
象
者
の
居
住
部
分
に
限
り
、
共

同
住
宅
は
対
象
者
の
居
住
専
用
部
分

に
限
る
。

●
申
請
日
に
お
い
て
、
10
年
以
上
居

住
し
て
い
る
住
宅

●
市
内
で
築
５
年
以
上
で
、
建
築
基

準
法
第
６
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に

よ
る
確
認
済
証
が
交
付
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
て
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
が
居
住
ま
た
は
こ
れ

か
ら
居
住
し
よ
う
と
す
る
住
宅

※
外
構
工
事
や
電
気
設
備
な
ど
の
購

入
は
対
象
外
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

都
市
計
画
課

（
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
駅
ビ
ル
東
棟
２

階 

☎
４
４
７
・
８
１
２
４
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

　

定
住
促
進
お
よ
び
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
、
個
人
が
市
内

の
施
工
業
者
を
利
用
し
て
行
う
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
要
す
る
経
費
に

対
し
て
助
成
し
ま
す
。

※
助
成
金
の
交
付
申
請
前
に
行
わ
れ

た
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
は
対
象
外

内
容

●
補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
に
要
し
た
費
用
の
10
％

（
最
大
10
万
円
。
千
円
未
満
の
端
数

は
切
り
捨
て
）

●
対
象
住
宅
お
よ
び
対
象
者
に
つ
い

て
は
１
回
限
り

対
象
者　

市
税
の
滞
納
が
無
く
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
つ
い
て
市
内

の
施
工
業
者
を
利
用
す
る
人

※
市
内
の
施
工
業
者
と
は
、
市

内
に
本
店
を
有
す
る
法
人
ま
た

は
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

事
業
者
を
言
い
ま
す
。

　

法
人
の
場
合
は
法
人
番
号
、

個
人
事
業
者
の
場
合
は
印
鑑
証

明
書
の
住
所
で
確
認
し
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
業
許
可
が
必
要

と
な
る
工
事
に
つ
い
て
は
、
建

設
業
許
可
番
号
を
確
認
し
ま
す
。

耐震診断費用・耐震改修工事の一部を補助します
　泉佐野市では地震に備えた住宅の耐震化へ、工事費などの一部を補助します。
※事業開始は国および府の補助額確定後

問合先　都市計画課（りんくうタウン駅ビル東棟2階 ☎447-8124)
※それぞれの受給には、条件がありますので事前に問い合わせてください。補助件数は、予算の範囲内となります。

補助金 対象 金額

耐震診断
昭和56年5月31日以前に建築された木造住宅（長屋、併用住宅および共
同住宅を含み、現に居住しているもの）で、耐震診断技術者により耐震
診断を実施するもの

耐震診断に要した費用(1,100円/
㎡を限度とする)の11分の10で、
1戸当たり5万円限度

耐震設計・
改修

昭和56年5月31日以前に建築確認を受けて建築され耐震診断の結果、耐
震性が不足している木造住宅（長屋、併用住宅および共同住宅を含み、
現に居住しているか、改修後、住もうとするもの。賃貸住宅は除く）で、
耐震設計を行った後、改修することにより耐震性が確保されること。耐
震設計・改修は一体で行うことが条件。

詳細はホームページに掲載

住宅改造 耐震改修補助による耐震改修工事と同時に同一棟で実施する住宅リ
フォーム工事 詳細はホームページに掲載

住宅除却

昭和56年5月31日以前に建築確認を受けて建築され、耐震性が不足して
いると判定された木造住宅（長屋、併用住宅および共同住宅を含み、現
に居住しているもの。賃貸住宅は除く）。または、住宅改良法に規定のあ
る不良住宅であること

1戸（長屋、共同住宅は1棟）当
たり80万円限度で、限度額未満
の場合はその額
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

「
地
域
猫
」
活
動

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
め
ぐ
っ
て

は
、「
猫
の
被
害
で
困
っ
て
い
る
」、

ま
た
一
方
で
「
猫
を
助
け
た
い
」
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
す
る
一
つ
の
方
法

と
し
て
「
地
域
猫
」
と
い
う
考
え
方

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
猫
の
数
を
増
や
さ
な
い
た
め

のTN
R

（Trap

…
つ
か
ま
え
る
、N
euter

…
避
妊
去
勢
を
す
る
、Retu
rn

…
元
の
場
所
に
戻
す
）を
実
施
し
、

周
辺
に
住
ん
で
い
る
み
な
さ
ん
の
理

解
を
得
た
う
え
で
、
餌
や
り
や
ト
イ

レ
の
始
末
な
ど
一
定
の
ル
ー
ル
の
も

と
、「
地
域
の
猫
」
と
し
て
一
代
限

り
の
命
を
全
う
さ
せ
る
こ
と
で
、
飼

い
主
の
い
な
い
猫
に
関
す
る
苦
情

や
、
殺
処
分
の
減
少
に
寄
与
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
公
益
財
団
法
人 

ど
う

ぶ
つ
基
金
が
推
進
す
る
「TN

R

先
行

型
地
域
猫
活
動
（
さ
く
ら
猫TN

R

）」

に
賛
同
し
、
市
域
で
地
域
猫
活
動
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
町
会
、

自
治
会
な
ど
を
対
象
に
、
ど
う
ぶ
つ

基
金
に
よ
る
不
妊
去
勢
手
術
の
費
用

負
担
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
手
続
き

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

猫
が
好
き
、
猫
が
嫌
い
、
猫
を
排

除
し
た
く
は
な
い
が
被
害
を
受
け
て

困
っ
て
い
る
な
ど
、
様
々
な
考
え
が

あ
り
ま
す
が
、
一
度
、
み
な
さ
ん
の

地
域
で
も
こ
う
し
た
取
組
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

水
難
事
故
防
止
お
よ
び

農
業
用
水
止
水
板
の

取
扱
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

各
地
で
た
め
池
や
水
路
へ
の
転
落

に
よ
る
水
難
事
故
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
地
で
田
植
え
の

時
期
を
迎
え
、
た
め
池
か
ら
農
業
用

水
路
な
ど
を
経
由
し
、
農
地
へ
水
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
一
部
の
農

地
に
て
止
水
板
（
田
ん
ぼ
に
水
を
溜

め
る
た
め
の
板
）
が
抜
か
れ
る
な
ど

の
報
告
も
受
け
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
、
農
業
用
水
路
や
た
め
池

の
巡
回
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
市
民

の
み
な
さ
ん
も
、
水
路
や
た
め
池
付

近
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
立
ち
入
り
を
禁
止
す
る

看
板
や
フ
ェ
ン
ス
が
あ
る
場
所
に
は

近
づ
か
な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
先　

農
林
水
産
課

就
学
相
談
全
体
会

　

小
・
中
学
校
へ
の
就
学
に
際
し
、

子
ど
も
の
こ
と
で
不
安
を
持
っ
て
い

る
保
護
者
を
対
象
に
、
就
学
相
談
に

つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

日
時　

６
月
11
日
㈮

●
小
学
校
…
午
後
２
時
〜
３
時

●
中
学
校
…
午
後
３
時
30
分
〜
４
時

30
分　

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル

内
容　

支
援
学
級
・
支
援
学
校
・
個

別
の
就
学
相
談
の
流
れ
な
ど

対
象　

令
和
４
年
度
に
小
・
中
学
校

へ
入
学
す
る
年
齢
の
児
童
の
就
学
に

つ
い
て
相
談
を
希
望
す
る
保
護
者

問
合
先　

学
校
教
育
課

※
申
込
不
要

住
宅
総
合
助
成
事
業

対
象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
地
元

自
治
会
に
加
入
す
る
人

●
市
内
で
自
ら
居
住
す
る
住
宅
を
建

替
え
る
人
や
新
築
住
宅
を
購
入
し
居

住
す
る
人

●
「（
＊
）
泉
佐
野
市
空
き
家
バ
ン

ク
」
に
登
録
さ
れ
た
中
古
住
宅
を
購

入
、
ま
た
は
賃
貸
し
、
居
住
す
る
人

※
売
買
契
約
日
（
請
負
契
約
日
）
か

ら
２
年
を
過
ぎ
た
も
の
は
対
象
外

内
容　

泉
佐
野
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

「
さ
の
ぽ
」
に
地
域
ポ
イ
ン
ト
で

25
万
ポ
イ
ン
ト
付
与
（
空
き
家
バ
ン

ク
を
賃
借
し
、
居
住
す
る
人
は
10
万

ポ
イ
ン
ト
付
与
）

※
連
携
金
融
機
関
に
お
い
て
住
宅

ロ
ー
ン
の
金
利
引
き
下
げ
制
度
あ
り

問
合
先　

都
市
計
画
課

（
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
駅
ビ
ル
東
棟
２

階
☎
４
４
７
・
８
１
２
４
）

（
＊
）
泉
佐
野
市
空
き
家
バ
ン
ク

登
録
条
件

●
戸
建
住
宅
で
あ
る
こ
と

●
建
築
基
準
法
の
規
定
に
よ
る
確

認
済
証
の
あ
る
も
の

●
仲
介
業
者
と
の
媒
介
契
約
（
売

買
・
賃
貸
借
）
が
締
結
さ
れ
て
い

る
も
の

※
「
専
属
専
任
媒
介
」・「
専
任
媒

介
」
に
限
る

泉
佐
野
市
で
の
新
婚
さ
ん
の

新
生
活
を
応
援
し
ま
す
！

　

令
和
３
年
３
月
以
降
に
入
籍
し
、

市
内
に
住
民
票
が
あ
る
夫
婦
の
新
居

の
住
居
費
・
引
越
し
費
用
を
対
象
に

補
助
（
上
限
あ
り
）
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
件
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。

問
合
先　

子
育
て
支
援
課

〜
こ
ん
な
と
き
に
は
手
続
き
を
〜

檀
波
羅
公
園
墓
地
（
区
画
墓
地
）

使
用
の
み
な
さ
ん
へ

　

檀
波
羅
公
園
墓
地
（
区
画
墓
地
）

の
使
用
に
あ
た
り
、
次
の
事
項
が
生

じ
た
時
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
使
用
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き

●
使
用
者
の
住
所
、
氏
名
な
ど
を
変

更
し
た
と
き

●
使
用
許
可
証
を
紛
失
し
た
と
き

●
お
墓
に
焼
骨
を
埋
蔵
す
る
と
き
、

お
墓
か
ら
焼
骨
を
改
葬
す
る
と
き

●
墓
地
を
市
へ
返
還
す
る
と
き

問
合
先　

環
境
衛
生
課

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　

広
報
４
月
号
33
ペ
ー
ジ
「
手
話

奉
仕
員
・
点
訳
奉
仕
員
養
成
講

座
」
の
記
事
中
、【
点
訳
奉
仕
員
】

の
開
催
日
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し

た
。
左
記
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）
５
月
10
日
〜
来
年
10
月
４

日
の
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

 

←

（
正
）
５
月
10
日
〜
10
月
４
日
の

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

～市場東の住居表示を予定しています～
わかりやすい街づくり

市では住居や事業所などの所在地をわかりやすくす
るために住居表示の整備事業をおこなっています。
　市場町は、昭和62年2月2日に市場西、市場南一丁目
の住居表示を実施しています。
　近年「市場東地区」の市街化が進み住居や事業所が
増えてきたことから、
市場東一丁目、市場東
二丁目、および市場東
三丁目の住居表示を
実施する予定ですの
で、あらかじめお知ら
せします。
問合先　市民課
※住居表示実施の具
体的な内容が決まり
次第、広報いずみさの
や市ホームページな
どでお知らせします。

救
急
に
関
す
る
講
習
会

　

当
消
防
組
合
で
は
、
左
記
の
講
習

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
上
級
救
命
講
習
（
年
５
回
）

　

普
通
救
命
講
習
で
学
ぶ
内
容
に
加

え
て
、
骨
折
、
外
傷
、
や
け
ど
な
ど

に
対
す
る
応
急
手
当
や
搬
送
法
を
学

ぶ
講
習
で
す
。
修
了
後
、
修
了
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

後
任
の
副
市
長
に

真
瀬
三
智
広
氏

　

泉
佐
野
市
議
会
３
月
定
例
会
で
議

会
の
同
意
を
受
け
て
、
３
月
19
日
付

け
で
副
市
長
を
退
任
し
た
上
野
正
一

氏
の
後
任
と
し
て
真
瀬
三
智
広
氏

（
63
歳
）
が
４
月
１
日
付
け
で
副
市

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

真
瀬
副
市
長
は
、
昭
和
58
年
に
本

市
職
員
と
な
り
、
政
策
監
（
兼
）
都

市
整
備
部
長
、
上
下
水
道
事
業
管
理

者
（
特
別
職
）
な
ど
を
歴
任
し
ま
し

た
。

※
任
期
は
４
年
間

問
合
先　

秘
書
課

●
応
急
手
当
普
及
員
講
習（
年
２
回
）

　

所
属
す
る
事
業
所
の
従
業
員
の
人

や
地
域
の
人
な
ど
に
対
し
て
、「
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
」
を
含
む
心
肺
蘇
生

法
を
指
導
し
て
い
た
だ
く
指
導
者
育

成
の
た
め
の
講
習
で
す
。

※
修
了
後
、
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

●
応
急
手
当
普
及
員
再
講
習
（
不
定

期
）

　

応
急
手
当
普
及
員
の
認
定
は
、
資

格
取
得
か
ら
３
年
で
失
効
し
ま
す
。

応
急
手
当
普
及
員
再
講
習
を
受
講
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
３
年
間

有
効
と
な
り
ま
す
。

※
修
了
後
、
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

申
込
・
問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防

本
部
警
防
部
警
備
課
（
☎
４
６
９
・

０
１
１
９
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流

れ
ま
す
の
で
④
番
「
警
備
課
」
を
押

し
て
く
だ
さ
い
。）

※
詳
し
く
は
当
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（https://senshu-m

inam
i119.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

放
火
さ
れ
な
い
街
づ
く
り
を

　

泉
州
南
消
防
組
合
管
内
に
お
け
る

令
和
２
年
中
の
火
災
総
件
数
は
46

件
（
前
年
比
８
件
減
）
で
、
こ
の
う

ち
放
火
件
数
は
０
件
（
前
年
比
３
件

減
）
で
し
た
。
こ
れ
は
住
民
の
み
な

さ
ん
が
放
火
防
止
対
策
を
徹
底
的
に

実
行
さ
れ
た
結
果
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
「
自
分
た
ち
の
街
は
、
自
分
た
ち

が
守
る
。」
を
合
言
葉
に
、
放
火
防

止
対
策
を
実
行
し
、
放
火
火
災
ゼ
ロ

が
継
続
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
放
火
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い

●
門
や
通
用
口
、
物
置
、
車
庫
な
ど

の
ド
ア
は
施
錠
す
る

●
外
灯
な
ど
を
設
置
し
、
夜
間
も
家

の
周
り
や
駐
車
場
を
明
る
く
す
る

●
郵
便
受
け
の
新
聞
や
チ
ラ
シ
は
必

ず
屋
内
に
取
り
込
む

●
ゴ
ミ
は
指
定
収
集
日
の
朝
に
出
す

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部　

警
防
部
予
防
課
（
☎
４
６
９
・
０
８

８
６
）
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防災行政無線放送が聞こえなかったら!?
　災害情報は、防災行政無線の屋外スピーカーから
の放送以外に、次の方法で確認できます。
①自動電話案内サービス…（☎479-3710）に電話
をかけ、放送内容を聞く
②ホームページ…市役所のホームページのトップペー
ジ左上のバナー「防災行政無線放送」をクリック
③登録制メール…
●事前にメールアドレスを登録し、
災害情報のメールを受け取る
●右のQRコードを読み取りから
メールを送って登録
※返信が無い場合は（izumisa-
no-city@raiden2.ktaiwork.jp） からのメールを受
け取れるように設定してください。
④ツイッター…泉佐野市防災情報（公式）Twitter
（＠Izumisano_Bosai）を確認する。
⑤J:COM防災情報サービス…J:COMと契約し、防
災情報サービス用端末で放送を聞く
⑥FAX…FAXで災害情報を受け取る。（要申込）
問合先　危機管理課

◀
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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